
広報くりはら　令和８年４月１日　　２８今月の表紙：酒造りにひた向きに取り組む酒蔵の後継者

　「就農から３年。たくさんの人たちと
のつながりと支えのおかげで、毎日が本
当に楽しい」と話す、佐藤さん。一迫地
区で米作りに励んでいます。
　佐藤さんは元々、農業関係の卸売会社
で働いていました。営業で農家に足を運
ぶたびに、高齢化や後継者不足を肌で感
じ、農業の未来に強い危機感を抱いたと
言います。何もせずにはいられない、と
一念発起し、３年前に米農家に転職。周
囲からは、不安定で大変な仕事だと反対
されたものの、農業の未来のために行動
したいという意思が揺らぐことはありま
せんでした。
　経営を始めてからは、猛暑による高温
障害や水不足など、一筋縄では行かない
課題に直面し、自然相手の仕事の難しさ
を実感した佐藤さん。それでも、農家同
士のつながりや地域の人たちの支えのお
かげで続けられていると言います。
　経営規模の拡大はもちろんのこと、栗
原全体の農業の未来を照らしたいと意気
込み「私よりも若い世代に、農業の楽し
さとやりがいを発信していきます」と、
目を輝かせています。
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栗原の農業の未来を照らす

※市は自主財源確保のために、有料広告を掲載しています。

※くりはら人の情報
　をお寄せください
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